
学校番号 ３０６ 

令和 5年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 精選 古典Ｂ 改訂版 （三省堂） 

副教材等 

「新訂国語図説五訂版」（京都書房）、 

「key&point古文単語３３０三訂版」（いいずな書店）、 

「体系古典文法」（数研出版）、「体系古典文法 学習ノート」（数研出版）、 

「漢文必携チェックノート四訂版」（桐原書店）、 

「三訂版 プログレス 古典総演習 発展編」（いいずな出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・三年生の古文では、一、二年生で身につけた語彙力や文法の知識を確実に自分のものとし、的確に用い

て古典の世界を読み取れるようにしましょう。 

・より多くの古文や漢文といった古典作品に親しみ、古人の思いや考え、文化を味わってください。 

・物語を読む際には主語を意識し、登場人物の心理を理解できるようにしてください。 

・予習として本文をノートに書写し、本文中の文法について予測を立てておいてください。また、わから

ない語句は辞書で調べて授業に臨んでください。 

・授業内容はその日のうちに復習してください。 

 

２ 学習の到達目標 

・一、二年生で学習した語句の意味、用法及び文の構造について理解を深める。 

・古典を楽しみながら味わい、言語文化への興味・関心をはぐくむ。 

・古人の考え方や文化に触れることによって、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、人生を豊かにする。 

・漢文の読解を通して日本の文化と中国の文化との関係について理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:読む能力 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

伝統的な言語文化への興味・

関心を広げ、古人の生き方･考

え方を理解しようとしてい

る。 

様々な伝統的作品を読んで的確

に理解し、書き手の意図を捉え、

共感したり、疑問に思ったり、

思索したりしている。 

伝統的な言語文化及び言葉の特

徴やきまり、関連する当時の文

化などついて理解し、知識を身

につけている。 

評
価
方
法 

・学習活動への参加姿勢や態  

 度 

・ノート、プリント、ワークシ

ート 

・学習活動における発言内容や

態度 

・ノート、プリント、ワークシー   

 ト 

・定期考査 

・学習活動における発言内容 

・ノート、プリント、ワークシー

ト 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b ｃ 

１ 

 

物
語 

教材：「大鏡」 

・東風吹かば 

・三舟の才 

・肝試し 

 

○ ○ 〇 a:登場人物の境遇を読み取るとともに、歴

史物語の特徴を理解しようとしている。 

b: 登場人物の人間関係や心情を読み取

っている 

c: 形のうえで紛らわしい語を文法的に

識別できている。 基本的な敬語法につ

いて理解している。 

a:行動の観察 

b：定期考査、ノ

ート 

c:定期考査 

 

 

１ 物
語 

教材：「源氏物語」 

・明石の君の苦悩［薄雲］ 

 

〇 〇 〇 a: 物語の内容を理解するとともに、『源

氏物語』をより深く知ろうとしている。 

b：登場人物の心情を、それぞれの場面に

応じて読み取っている 

c: 基本的な敬語法について理解してい

る。 

a：行動の観察  

b:行動の分析、ノ

ート 

c：小テスト、定期

考査 

１ 思
想
―
諸
子
百
家 

教材：「孟子」 

・何必曰利 

・性猶湍水也 

教材：「韓非子」 

・聖人不期修古 

〇  ○ 

 

a: 個々の相違点を意識しながら、それぞ

れの思想家の主張を理解しようとして

いる。 

c：基本的な句法･語法を理解している。 諸

子の思想について理解している。 

a:行動の観察 

ｃ:小テスト、定期

考査 

２ 日
記 

教材：「蜻蛉日記」 

・うつろひたる菊 

・鷹を放つ 

○ 〇  

 

a: 作者の生活や心情を読み取るととも

に、平安女流日記文学の特徴を理解しよ

うとしている。 

b: 作者の立場を理解し、その心情を読み

取っている。 

a:行動の観察 

b:ノート、定期考  

 査 

２ 

 

文
章 

教材：「赤壁賦」 ○ ○  a: この文章に見られる作者の人生観を

理解しようとしている。 

b: 情景や叙情の描写の美しさを読み味

わっている。 

a:行動の観察 

b:定期考査 

２ 評
論 

教材：「毎月抄」 

・心と詞 

教材：「無名抄」 

・深草の里 

 ○ ○ 

 

b: それぞれの和歌を鑑賞し、筆者の主張

を読み取っている 

c：歌論に頻出する用語の意味を理解して

いる。 

b：記述の点検、

定期考査 

c：小テスト、 

定期考査 

 

３ 

 

近
世
の
小
説 

教材：「西鶴諸国ばなし」 

・大晦日は合はぬ算用 

教材 :「雨月物語」 

・浅茅が宿 

○  ○ a: 話の展開のおもしろさを味わい、登場

人物の生き方や作者の立場について考

えようとしている。 

c：近世の文学史について理解している。 

a:行動の観察 

c:ノート 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:読む能力 c:知識・理解 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項

目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


